
令和 6年度 第 29回役員会議事要旨 

  

日 時  令和 7年 2月 18日（火）14時 29分～15時 55分 

場 所  大会議室 

出席者  佐藤理事、桃野理事、増田理事 

欠席者  松田学長 

出席オブザーバー  𠮷𠮷田事務局長・副学長、川村副学長、花島副学長、董副学長、市村副学長、相田監事、

谷口監事(Teams 出席) 

欠席オブザーバー  なし 

 

 議事に先立ち、佐藤理事から、学長が出張で欠席のため、役員会規則第 4 条第 3項の規定により、

本会議の構成員である佐藤理事が、学長から指名を受けて議長代行を務める旨の発言があった。 

前回までの役員会の議事要旨及び発言内容記録については、議事要旨及び発言内容記録として確

認された。 

 

－ 議題 － 

 

1 クロスアポイントメント制度の適用について 

佐藤理事から、資料 1 に基づきクロスアポイントメント制度の適用について提案があり、

審議の結果、原案のとおり了承された。 

 

 

－ 協議事項 － 

1 大学院博士後期課程担当教員の選考について 

佐藤理事から、資料 2 に基づき大学院博士後期課程担当教員の選考について提案があり、

協議の結果、原案のとおり教育研究評議会に付議することとされた。 

 

（主な協議内容） 

令和 7年 4月から 4名の教員を大学院博士後期課程担当教員（研究指導担当）とする。 

 

資料 1-1 クロスアポイントメント制度の適用について 

資料 1-2 クロスアポイントメント制度適用希望申出書【閲覧制限】 

審議経過（参考） 

1. 令和 7 年 2 月 18 日 役員会（議題） 

資料 2-1 大学院博士後期課程担当教員の選考について 

資料 2-2 候補者一覧 

資料 2-3 教員個人調書【閲覧制限】 

資料 2-4 大学院博士後期課程担当教員の資格基準について 



2 名誉教授の選考について 

佐藤理事から、資料 3に基づき名誉教授の選考について提案があり、協議の結果、原案の

とおり教育研究評議会に付議することとされた。 

 

（主な協議内容） 

令和 7年 3月 31 日付けで退職する 4名の教員に本学名誉教授の称号を付与する。 

 

3 客員教授及び客員准教授の選考について 

佐藤理事から、資料 4に基づき客員教授及び客員准教授の選考について提案があり、協議

の結果、原案のとおり教育研究評議会に付議することとされた。 

 

（主な協議内容） 

令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月 31日の間、客員教授の称号を 14名に付与し、客員准 

教授の称号を 4名に付与する。 

 

 

資料 3-1 名誉教授の選考について 

資料 3-2 名誉教授推薦調書（上羽）【閲覧制限】 

資料 3-3 名誉教授推薦調書（佐伯）【閲覧制限】 

資料 3-4 名誉教授推薦調書（佐賀）【閲覧制限】 

資料 3-5 名誉教授推薦調書（竹ケ原）【閲覧制限】 

資料 4-1 客員教授及び客員准教授の選考について 

資料 4-2 令和 7 年度客員教授及び客員准教授一覧 

資料 4-3 客員教授推薦書（継続：出口）【閲覧制限】 

資料 4-4 客員教授推薦書（継続：今野）【閲覧制限】 

資料 4-5 客員教授推薦書（継続：今中）【閲覧制限】 

資料 4-6 客員教授推薦書（継続・稲野）【閲覧制限】 

資料 4-7 客員教授推薦書（新規：岸上）【閲覧制限】 

資料 4-8 客員教授推薦書（継続・前田）【閲覧制限】 

資料 4-9 客員教授推薦書（継続・田辺）【閲覧制限】 

資料 4-10 客員教授推薦書（継続・西下）【閲覧制限】 

資料 4-11 客員教授推薦書（新規：空閑）【閲覧制限】 

資料 4-12 客員教授推薦書（新規：Laurence）【閲覧制限】 

資料 4-13 客員教授推薦書（継続・牛渡）【閲覧制限】 

資料 4-14 客員教授推薦書（継続・佐藤昌志）【閲覧制限】 

資料 4-15 客員教授推薦書（新規：能登谷）【閲覧制限】 

資料 4-16 客員教授推薦書（新規：林）【閲覧制限】 

資料 4-17 客員准教授推薦書（継続・朴）【閲覧制限】 

資料 4-18 客員准教授申請書（新規：馬野）【閲覧制限】 

資料 4-19 客員准教授推薦書（継続・澤崎）【閲覧制限】 

資料 4-20 客員准教授推薦書（継続・佐藤慎吾）【閲覧制限】 



－ 報告事項 － 

 

1 教員の業績評価システム(ESTA)について 

佐藤理事から、資料 5に基づき教員の業績評価システム(ESTA)について説明があった。 

 

  以上 

資料 5 教員の業績評価システム（ESTA）について 


